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V
平
成
六
年
七
月
二
十
二
日
(
金
)

-
二
十
三
日
(
土
)

-
二
十
四
日
(
日
)

第
八
回
大
会
は
、
同
時
期
に
広
島
で
開
催
さ
れ
て
い
た
日
韓
学
生
美
学
研
究
会
と

の
共
催
行
事
「
萩
陶
磁
器
研
究
旅
行
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

J
R
広
島
駅
北
口
と
J
R

五
日
市
駅
を
出
発
す
る
二
台
の
パ
ス
に
分
乗
し
て
、
ま
ず
は
山
口
県
立
美
術
館
へ
。

萩
市
内
の
「
萩
本
陣
」
で
、
韓
国
か
ら
の
研
究
者
や
陶
芸
家
、

一
般
参
加
者
、
当
学

会
会
員
が
一
堂
に
集
い
、
交
流
会
を
兼
ね
て
和
や
か
に
昼
食
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、

「
菊
屋
家
住
宅
」
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
斎
藤
庵
」
「
坂
窯
元
」
を
見
学
し
て
帰
広
し
た
。
二

十
三
日
・
二
十
四
日
は
広
島
修
道
大
学
に
会
場
を
移
し
て
、
総
会
・
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
総
会
で
は
、
平
成
五
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
加
な

さ
れ
、
続
い
て
六
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
聞
か
れ
た
大
会
で
は
、
金
香
美
氏
(
広
島
大
学
大
学
院
生
)
が
「
韓
国

の
近
代
教
育
創
始
期
に
お
け
る
美
術
教
育
に
つ
い
て
」
、
田
谷
行
平
氏
(
画
家
)
が

韓
国
展
「
広
島
の
現
代
の
美
術
展
」
、
権
寧
弼
氏
(
高
麗
大
学
教
授
)
が
「
美
術
史

研
究
に
お
け
る
『
層
構
造
』
の
問
題
」
を
発
表
し
た
。
終
了
後
、
メ
ル
バ
ル
ク
広
島

で
懇
親
会
が
聞
か
れ
た
。

米

公

r， 

子

翌
二
十
三
日
の
午
前
に
は
辛
那
貝
氏
(
嶺
南
大
学
大
学
院
修
了
)
が
「
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
論
文
に
お
け
る
『
自
然
一
般
と
荘
重
様
式
』
」
、
河
野
石
根
氏

(
明
星
大
学
教
授
)
が
「
無
柏
陶
器
の
美
」
、
嶋
屋
節
子
氏
(
広
島
大
学
教
授
)
が

「
高
麗
茶
碗
の
光
と
影
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
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午
後
は
、
多
国
愉
可
氏
(
ピ
ア
ノ
)
、
高
松
寛
子
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
)
、
藤
井
美
由

紀
氏
(
ピ
ア
ノ
)
ら
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
日
韓
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

東
西
の
芸
術
と
美
意
識
「
異
文
化
交
流
時
代
の
〈
芸
術
〉
に
つ
い
て
」
が
開
催
さ
れ

た
。
司
会
は
金
田
晋
氏
、
基
調
報
告
は
佐
々
木
健
一
氏
(
東
京
大
学
教
授
)
が
行
い
、

パ
ネ
リ
ス
ト
は
散
俊
英
氏
(
梨
花
女
子
大
学
教
授
)
、
権
京
弼
氏
(
高
麗
大
学
教
授
)
、

晋
ノ
光
照
氏
(
陶
芸
家
)
、
関
周
植
民
(
嶺
南
大
学
教
授
)
、
松
本
真
氏
(
広
島
修
道
大

学
教
授
)
、
青
木
孝
夫
氏
(
広
島
大
学
助
教
授
)
が
務
め
た
。
参
加
者
は
約
六
十
名
。

V
八
月
十
日
(
水
)

「
会
報
」
第
二
十
九
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
二
十
八
回
例
会
の
「
奈
義
町
現
代

美
術
館
を
見
学
す
る
」
(
報
告
者
・
加
治
大
作
)
の
ほ
か
、
巻
頭
「
第
八
回
広
島
芸



術
学
会
大
会
を
終
え
て
」
(
金
田
晋
)
、
当
学
会
主
催
「
ア
ジ
ア
競
技
大
会
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
l
美
術
展
」
の
案
内
等
。

V
九
月
ニ
日
(
金
)

第
二
十
九
回
例
会
が
、
広
島
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
一
つ
の
分
科
会
と
し
て
国
際

広
島
会
議
場
「
コ
ス
モ
ス
」
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
、
広
島
在
住
の
美
術
作

家
を
迎
え
、
「
作
家
と
地
域
文
化
|
美
街
絹

八
も
う
ち
ょ
っ
と
、

こ
ん
な
ふ
う
で

あ
れ
ば
:
・
〉
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
入
野
忠
芳
氏

(
画
家
)
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
香
川
龍
介
氏
(
画
家
)
、
金
本
啓
子
氏
(
画
家
)
、
田
谷
行

平
氏
(
画
家
)
、
原
仲
裕
三
氏
(
造
形
作
家
)
。
参
加
者
は
会
員
と
一
般
参
加
者
を
併

せ
て
、
百
名
を
超
え
た
。

V
九
月
八
日
(
木
)

j
十
四
日
(
水
)

当
学
会
主
催
の
「
ア
ジ
ア
競
技
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術
展
」
が
広
島
ア
ン
デ
ル

セ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
九
十
七
名
も
の
美
術
作
家
か
ら
百
四
十
四
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
売
り
上
げ
総
額
は
三
百
三
十
四
万
七
千
六
百
円
に
上
っ
た
。
作
家
へ
の
実
費

返
済
や
展
覧
会
開
催
経
費
を
差
し
引
い
た
百
八
十
九
万
千
四
百
二
十
四
円
を
、
実
行

委
員
の
金
田
晋
氏
と
高
木
茂
登
氏
が
、
九
月
二
十
七
日
に
ア
ジ
ア
大
会
組
織
委
員
会

へ
届
け
た
。

V
十
一
月
十
七
日
(
木
)

「
会
報
」
第
三
十
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
八
回
大
会
発
表
要
旨
(
報
告
者
・
中

神
志
野
、
本
田
代
志
子
、
西
岡
弘
勝
)
と
第
二
十
九
回
例
会
で
の
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ

シ
ヨ
ン
「
作
家
と
地
域
文
化
|
美
術
編
」
の
要
旨
(
報
告
者
・
岡
村
裕
恵
)
の
ほ
か
、

巻
頭
「
ア
メ
リ
カ
あ
る
記
」
(
薮
野
圭
一
)
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
ポ
ー
ト
「
民
俗
の
秀
逸
・

見
世
物
の
憂
欝
」
(
高
谷
紀
夫
)
、
「
杉
谷
冨
代
展
を
見
て
」
(
井
野
口
慧
子
)
、
リ
レ

コ
ラ
ム
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
(
山
内
義
治
)
等
。

V
十
二
月
十
日
(
土
)

第
三
十
回
例
会
が
広
島
市
映
像
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
、

ジ
エ
ロ
ム
・
シ
ャ
ピ
口
氏
(
広
島
大
学
講
師
)
が
「
物
語
映
画
に
お
け
る
苦
悩
、

危
機
、
超
越
の
映
像
」
と
題
す
る
研
究
発
表
を
行
い
、
安
西
信
一
氏
(
広
島
大
学
講

師
)
が
通
訳
し
た
。
続
い
て
水
島
裕
雅
氏
(
広
島
大
学
教
授
)
が
「
海
外
の
日
本
研
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究
の
現
状
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
参
加
者
は
三
十
二
名
。
例
会
終
了
後
、
「
た
つ

の
子
」
で
忘
年
会
が
聞
か
れ
た
。

V
平
成
七
年
二
月
六
日
(
月
)

「
会
報
」
第
三
十
一
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
三
十
回
例
会
で
の
発
表
要
旨
(
報

告
者
・
大
石
和
久
、
下
村
智
子
)
の
ほ
か
、
巻
頭
「
年
末
、
年
始
に
思
う
」
(
大
井

健
次
)
、
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
「
広
島
の
文
化
五
十
年
・
美
術
」
(
寺
本
泰
輔
)
、

リ

レ
ー
コ
ラ
ム
「
湯
布
院
の
ま
ち
守
つ
く
り
」
(
畝
崎
辰
登
)
等
。

V
ニ
月
十
八
日
(
土
)

第
三
十
一
回
例
会
が
広
島
女
子
大
学
・
東
千
田
町
校
舎
(
広
島
大
学
・
旧
理
学
部
)



で
開
催
さ
れ
た
。
発
表
は
永
田
雄
次
郎
氏
(
広
島
大
学
助
教
授
)
が
「
若
山
為
三
と

志
賀
直
哉
」
を
、
斎
藤
稔
氏
(
広
島
大
学
教
授
)
が
「
人
文
学
と
し
て
の
ア
ル
ス
」

を
発
表
し
た
。
参
加
者
は
三
十
五
名
。
例
会
終
了
後
、
広
島
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
当
学
会
委
員
の
斎
藤
稔
氏
、
永
田
雄
次
郎
氏
、
前
事
務
局
書
記
の
加
藤
博
子
氏
を

囲
ん
で
、
「
た
つ
の
子
」
で
懇
親
会
が
聞
か
れ
た
。

V
三
月
十
日
(
金
)

ド
イ
ツ
の
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ア
ル
ト
大
学
カ
ス
パ

l

・
ダ
，
ウ
イ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
研
究
所
講
師
・
ゲ
ル
ト
・
ヘ
ル
ゲ
・
フ
ォ
l
ゲ
ル
博
士
の
来
広
が
実
現
し
、
講
演

会
が
広
島
市
中
区
の
弘
法
で
開
催
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ
ン
主

義
絵
画
と
そ
の
モ
チ
ー
フ
」
。
当
学
会
会
員
・
斎
藤
稔
氏
の
ご
息
女
、
斎
藤
恵
理
氏

(
東
京
在
住
)
が
通
訳
を
務
め
た
。
参
加
者
は
約
二
十
名
。

V
五
月
十
五
日
(
月
)

「
会
報
」
第
三
十
二
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
三
十
一
回
例
会
で
の
発
表
要
旨

(
報
告
者
・
吉
本
麻
美
、
重
藤
嘉
代
)
の
ほ
か
、
巻
頭
「
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
」

(
原
田
佳
子
)
、
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
・
ミ
ニ
講
演
会
「
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ
ン
主
義
絵

画
と
そ
の
モ
チ
ー
フ
」
(
報
告
者
・
吉
本
由
江
)
、
リ
レ
l
コ
ラ
ム
「
生
涯
学
習
の
町

づ
く
り
」
(
浄
謙
彰
文
)
等
。

V
五
月
二
十
七
日
(
土
)

第
三
十
二
回
例
会
が
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
青
木
孝
夫

氏
(
広
島
大
学
助
教
授
)
が
「
ヴ
ィ
デ
オ
で
見
る
上
演
芸
術
|
八
歌
舞
伎
〉
他
」
を

発
表
し
た
。
引
き
続
き
、
大
歳
克
街
氏
(
広
島
市
立
大
学
教
授
)
が
同
大
学
芸
術
学

部
設
立
当
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
概
要
な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
同
学
部
事
務
長
お

よ
び
吉
井
章
氏
(
広
島
市
立
大
学
助
教
授
)
の
案
内
で
、
図
書
館
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
、
ア
ト
リ
エ
な
ど
を
見
学
し
た
。
参
加
者
は
約
四
十
名
。

入
平
成
七
年
六
月
末
日
現
在
、
法
人
会
員
十
五
法
人
、
個
人
会
員
二
百
九
名
(
特
別

会
員
五
名
、

一
般
会
員
百
八
十
八
名
、
学
生
会
員
十
六
名

)
V。

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)

91 




